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第
一

部
会

エ

サ
ル

ハ

ド

ン

の

「

宗
教
改
革
」

　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

渡
辺

　
和
子

　

宗
教
（
史）

学
研
究
に

お

け
る

古
代
宗
教
は
、

進

化
論
的
、

類
型
論
的
あ

る

い

は

そ

の

他
の

や

り
方
で

扱
わ

れ
る

に
し
ろ
、

ど

の

具
体
例

に
よ

っ

て

構
想
さ
れ

る

か

が

問
題
で

あ
る

。

紀
元
前
三

〇

〇

〇

年
頃
か
ら

紀
元
前
五

〇

〇
年
頃
の

テ

ィ

グ

リ

ス
・

ユ

ー

フ

ラ

テ

ス

河
流

域
周
辺
に

形
成
さ
れ
た

楔
形
文
字
文
化
圏
の

宗
教
と

考
え

ら
れ

る
メ

ソ

ポ

タ

ミ

ア

宗
教
は
、

長
期

間、

広
範
囲
に

及
ぶ

た

め
、

ま
だ

十
分
に

考
察
の

対

象
と

さ
れ
て

い

な
い

。

東
洋
と

西
洋
の

中
間
で

長
期
に

わ

た
っ

て

展
開
し

た

宗
教
的
状

況
が、

そ

の

後
の

諸
宗
教
に

与
え
得
た
影
響
は

小
さ
く
な
い

は

ず
で

あ
る

が、

た
と

え
ば
ロ

バ

ー

ト
・

N
・

ベ

ラ

ー

の

近
著
『

人
間
の

進
化
に

お

け
る

宗
教
』

（

二

〇

＝

年）

に

お
い

て

も

周
辺
的
に

し
か

扱
わ
れ
て

い

な
い

。

　
メ

ソ

ポ

タ

ミ

ア

南
部
で

は
紀
元
前
三

千
年
紀
後
半
以

降、

シ
ュ

メ

ー

ル

人
の

都
市
国
家
群
が

そ
れ

ぞ
れ
の

主
神
を
中
心
と

す
る

祭
儀
体
系
を
形
成

し
た

。

メ

ソ

ポ

タ

ミ

ア

中
部
に

は

セ

ム

系
の

ア
ッ

カ

ド

人
の

都
市
国
家
も

あ
り、

中
南
部
の

都
市
国
家
が
覇
を
競
い

な
が
ら

統
合
さ

れ
て

領
域
国
家

が

形
成
さ
れ

て

い

く

過
程
で

、

諸

都
市
の

神
々

が

序
列

化
さ
れ

て

い

っ

た
。

紀
元
前
二

千
年
紀
前
半
に

は
、

都
市
ニ

ッ

プ
ル

の

神
で

あ
っ

た

エ

ン

リ
ル

が
最
高
神
の

地
位
を

得
て
い

た
が、

紀
元
前
二

千
年
紀
後
半
か

ら
紀

元
前
一

千
年
紀
の

前
半
に

は
都
市
バ

ビ

ロ

ン

の

主

神
マ

ル

ド

ゥ

ク

が

優
勢

に

な
り、

エ

ン

リ
ル

に

代
わ
っ

た
。

　

そ
れ
に

対
し
て

メ

ソ

ポ

タ
ミ

ア

北
部
の

宗
教
的
状
況
は
か

な

り
異
な
っ

て

い

た
。

テ

ィ

グ
リ
ス

河
岸
の

ア
ッ

シ
ュ

ル

と

呼
ば

れ
た

場
所
が

神
格
化

さ
れ

て

神
ア
ッ

シ
ュ

ル

が
生

じ
た

が、

紀
元
前
二

〇
〇
〇

年
頃
に

都
市
国

家
ア

ッ

シ
ュ

ル

が
成
立

し、

そ
の

後
の

ア

ッ

シ

リ
ア

（
「

ア

ッ

シ
ュ

ル

の

国
」

）

の

発
展
と
と

も
に

強
大
に

な
り
一

四

〇

〇

年
間
に
わ
た
っ

て

国
家

神、

最
高
神
で

あ
り
続
け
た

。

W
・

G
・

ラ

ン

バ

ー

ト
（
一

九
二

六
−

二

〇
一
一

年）

は
「

神
ア

ッ

シ

ュ

ル
」

（
ト

ミ
Q

鼻

9

ら
o。

ω）

に

よ

っ

て

こ

の

問
題
に
「

学
的
議
論
の

基
礎
」

を
提
示
し
た

。

彼
は
そ
の

中
で、

先
史
時

代
に

「

場
所
の

精
霊

皀
9
Φ

旨

δ
o
ご

で

あ
っ

た
ア

ッ

シ
ュ

ル

が
人
格
神

か
つ

国
家
神
と

し
て

発
展
し

て

ゆ
く
段
階
を、

第
一

に

紀
元
前一
．

千

年
紀

初
頭
の

普
通
名
詞
の

「

神
一
冨

ヨ
」

を

神
ア

ッ

シ
ュ

ル

の

意
味
で

使
用
す

る
現
象、

第
二

に
紀
元
前
二

千
年
紀
を
通
し
て

見
ら
れ
る
神
ア

ッ

シ
ュ

ル

を
エ

ン

リ

ル

と

同
定
す
る

試
み、

第
三

に
ア
ッ

シ

リ

ア

王
セ

ン

ナ

ケ
リ

ブ

（

在
位
前
七
〇
四

−
六
八
一

年）

が
南

部
の

バ

ビ

ロ

ニ

ア
を
下

し
て

マ

ル

ド
ゥ

ク
を

ア
ッ

シ
ュ

ル

で

置
き
換
え
た

神
話
を

作
り、

バ

ビ

ロ

ニ

ア

風
の

儀
礼
を
実
践
し
た

段
階
に

見
る

。

こ

れ

ら
の

三

段
階
に

つ

い

て

は
新
資
料

を
加
え
た

再
検
討
を
要
す
る

が、

こ

こ

で

は

特
に

第
三

段
階
の

後
の

発
展

に
注
目
し

た

い
。

　
セ

ン

ナ
ケ
リ
ブ

を
継
い

だ
エ

サ

ル

ハ

ド
ン

は
、

ア

ッ

シ

リ
ア

王
位
継
承

者
を

ア
ッ

シ
ュ

ル

バ

ニ

パ

ル

と

定
め
、

そ
れ
を

遵
守
す
る

こ

と

を
紀
元
前

六
七
二

年
に

国
内
外
の

要
人

多
数
を
集
め

て

誓
わ

せ

た
。

そ
の

時
に
発
行

さ
れ

た

大
量
の

誓
約
文
書
は

誓
い

を
立

て

た

各
人
が
持
ち
帰
り、

自
分
た

ち
の

神
の

よ

う
に

敬
う
べ

き
こ

と

が
誓
約
文
書
中
に

記
さ
れ
て

い

た
。

こ

れ
ま
で

知
ら
れ

て

い

た

誓
約
文
書
は

メ

デ
ィ

ア

地
方
の

施
政
者
た
ち
に

発

行
さ

れ
た

も
の

で

あ
り、

し

か

も
ア

ッ

シ

リ
ア

本
国
の

カ

ル

フ

（

ニ

ム

ル

ド
）

で

発
見
さ

れ

た
た
め

、

大
量
の

誓
約
文
書
が

そ
れ

ぞ

れ
の

地
に

持
ち
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帰
ら

れ

た

こ

と
に
疑
問
も
出
さ

れ

て

い

た
。

し
か
し

二

〇

〇

九

年
に
ト

ル

コ

南

東
部
の

テ

ル
・

タ

イ

ナ
ト
（
古
代
名
は

ク
ラ

ニ

ア
、

ク

ナ
リ

ア

な

ど）

の

神
殿
至
聖
所
で

、

そ

の

地
の

施
政
者
に

発
行
さ
れ

た

誓
約
文
書
が

発

見

さ

れ

た

（

旨

い
鋤

巳
ロ

ゆq
Φ

碁

智
ミ

§
ミ

駄
O
ミ

ミ

さ
丶

ミ

 

ミ
ミ
毳
 

タ

bOO

一

ト。）

こ

と

に

よ

っ

て、

ユ

ダ
王
マ

ナ
セ

も

含
め
て

そ
れ

ぞ
れ
が

指
示

通

り
に

自
ら
の

神
殿
に

祀
っ

た
蓋
然

性
が

高
ま
っ

た
と
い

え
る

。

発
表
者

は、

ア

ッ

シ

リ
ア

宗
教
は
実
質
的
に

は
独

特
の
一

神
教
で

あ
っ

た
と

考
え

る
が

、

最
大
版

図
の

実
現
に

伴
う

新
た
な

政

治
的
・

宗
教
的

方
策
と

し

て、

ロ

ー

カ

ル

な

神
ア

ッ

シ

ュ

ル

の

更
な
る

グ
ロ

ー
バ

ル

化
を
進
め、

神

ア
ッ

シ
ュ

ル

の

印
章
が
押
さ
れ
た
法
的
誓
約

文
書
を
そ
れ
ぞ
れ
自

分
た
ち

の

神
の

よ

う
に

崇
拝
さ
せ

た
。

エ

サ
ル

ハ

ド
ン

の

「

宗
教
改
革
」

の
一

環

と

し
て

行
わ

れ
た
こ

の

よ

う
な
こ

と

が、

神
の

契
約
文
書
を

神
聖

視
す
る

宗
教
運
動、

具
体
的
に
は

ユ

ダ
王
ヨ

シ

ヤ
の

中
命
記
改
革
に
何
ら
か
の

影

響
を

与
え
た

こ

と
も
想
定
で

き
る

。

シ
ェ

リ

ン

グ
と

レ

ッ

シ
ン

グ
に

お

け
る

自
然
的
宗
教
に

つ

い

て

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

諸
岡
道
比
古

　

本
論
は

「

ド

イ
ツ

観
念
論
の

父
」

と

さ
れ

る
レ

ッ

シ

ン

グ
と

「

ド

イ

ツ

観
念
論
の

完
成
者
」

と

見
ら
れ
る

シ
ェ

リ

ン

グ
と

に

お

け
る

自
然
的
宗
教

思

想
に

つ

い

て

比
較
検
討
す
る

も
の

で

あ
る
。

　
シ

ェ

リ

ン

グ
に

よ

れ

ば
、

従
来
「

啓
示
に

基
づ

く
宗
教
に
自
然
的
宗
教

が

対
比

さ
れ
」 、

宗

教
一

般
は

い

わ

ゆ
る

自

然
的
宗
教
で

あ
る

合
理
的
な

理
性
宗
教
と

啓
示
に

基
づ

く
宗
教
と
に

分
類
さ
れ
、

し

か

も
啓
示
に

基
づ

く
宗
教
も
合
理

化
さ
れ
理

性
宗
教
化
す
べ

き
と

さ
れ

て

い

た
。

こ

の

考
え

に
異
を
唱
え
た
人
物
が
レ

ッ

シ
ン

グ
で

あ
る

。

レ

ッ

シ

ン

グ
の

宗
教

観
は

『

賢
者
ナ

ー

タ

ン
」

や

『

入

類
の

教
育
』

や

『

啓
示
に
基
づ

く
宗
教
の

成

立
』

等
に

お
い

て

示
さ

れ
て

い

る
。

そ
れ
ら
に

よ
れ

ば
、

「

人
間
に

は

自

然
的
宗
教
に

関
わ
る

能
力
が

あ
る
」

が
、

そ

の

能

力
は
人
に

よ
っ

て

異
な

り、

自

然
的
宗

教
は

あ
ら
ゆ

る

人
間
の

も
と
で

等
し
い

作
用
を

与
え

る
こ

と
が

で

き
な
か
っ

た
。

そ
の

た
め
、

歴

史
の

必
然
に

よ

り、

啓
示
に

基
づ

く
ユ

ダ
ヤ

教
や
キ
リ

ス

ト

教
な
ど

の

積
極
的

宗
教
が
自

然
的
宗

教
か

ら
作

り
出
さ
れ

た
。

そ
れ
は

、

啓
示
に

よ

り

「

よ

り
早
く
よ

り
容

易
に
」

理
性

真
理
に

達
す
る

こ

と
が

で

き
る
た

め
に

で

あ
る
。

レ

ッ

シ

ン

グ
に

よ

れ

ば
、

今
や
『

旧
約
』

『

新

約
』

も
必

要
と

す
る
こ

と

な
く、

理

性
真
理
を

十

分
把
握
す
る

ほ
ど

に

人

間
理

性
は
発

達
し、

自
然
的
宗
教
を

実
現
す
べ

き
時
代
に

な
っ

て

い

る
。

こ

の

よ

う
に

、

彼
は
人
間
に
は

ま
ず
自
然

的
宗

教
が
あ
る

が、

積
極
的

宗
教
を

介
し
て、

自
然
的
宗
教
を
実
現
す
べ

き
と

述
べ

る
。

　

自
然
的
宗
教
と

積
極
的

宗
教
双
方
に

そ
の

役
割
を

認
め

る
レ

ッ

シ

ン

グ

に
対
し
て
、

シ
ェ

リ
ン

グ
は

積

極
的
宗
教
を
重
視
す
る

点
に

お
い

て

同
じ

で

あ
る

が
、

異
な
っ

た
宗
教
分
類
を
提
示
す
る

。

シ
ェ

リ
ン

グ
は
理

性
も

感
情
も

宗
教
原
理
で

は

な
い

と
し

、

「

人

間
の

な
か
に

あ
る
自
己
の

本
性

に
よ

っ

て

神
を

定
立

す
る

原
理
」

を
宗
教
固
有
の

原
理
と

す
る

。

こ

の

原

理
は

思

惟
や

知
以

前
に

人

間
を

神
と

根
源

的
に

結
び
つ

け
る

も
の

で

あ

り、

人

問
本

性
に
基
づ

き

生
み

出
さ

れ
る

こ

の

宗
教
こ

そ
、

「

自
然
的

−

自
然
に

生
み

出

さ
れ

る
ー
宗
教、

神
話
を
説
明
す
る
」

も
の

で

あ
る

。

神

と
の

根
源
的
関
係
が

「

最
初
の

人
間
」

に

よ

っ

て

破
棄
さ

れ

た
と

き、

こ

の

原
理
は

関
係
修
復
の

た

め

自
然
的
過
程
を

人
間
の

意
識
の

な
か
に

生
じ

さ
せ

る
。

こ

れ
が

神
話
で

あ
り、

自
然
的
宗
教
で

あ
る

。

し

た

が
っ

て、

自
然
的
宗
教
と
い

う
概
念
は

神
話
に

返

還
さ
れ

る

べ

き
で

あ
る

。

こ

の

自
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